


































































































































































































図３　今小路西遺跡 ( 御成小学校内 ) 発掘
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す。13 世紀の中頃にはじまり、なかには 14 世
紀を超えて15世紀に下るものもあるといえます。
鎌倉における竪穴建物は地下蔵と考えてよいと思
いますが、鎌倉武士の都会生活を支えるために欠
かせない物資の収納・流通拠点だったのではない
図10　大量埋納銭の容器として
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図11　常滑編年が鎌倉にもたらした恩恵
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かと私は思っています。それが鎌倉幕府滅亡後も
ある程度は続くのではないかということです。
　最後になりますが、常滑製品の生産量、つまり
１つの窯で焼く量は解明されてきました。それを
どうやって消費地まで運んだのかについては、い
ろいろな方がいろいろな説を唱えておられます。
　ただ、この時代は生活物資に関する文献資料が
きわめて少ないと言っていいため、考古学的な分
布からモノの動きを調べるしかないでしょう。そ
の際には、鎌倉で非常に多くの物資を貯めておけ
る蔵の存在を無視できないだろうと思っていま
す。
　以上で、鎌倉の話を終わります。どうもありが
とうございました。
